う 作業 を 施す ようになった のか もしれ ない と 思われる 

ので ある。 

現在の われわれの 分子 物理学 上の 知識から 考えて、 

こういう 想像 は 必ずしもそう 乱暴な もので はない とい 

うこと は 次の ような 考察 を すれば、 何人に も 一 応は首 

肯 される であろうと 思う。 

金属と 油脂 類との 間の 吸着 力の 著しい こと は 日常の 

経験から もよ く 知られて いる。 真鍮な どのみ がいた 

うるお 

鏡面 を 水で 完全に 湿す のが 困難で あるの は、 目に 見 

えない 油脂の 皮膜の ためで ある。 こういう 皮膜が いわ 

ゆる boundary lubrication の 作用 をして 面の 固体 摩 



擦 を 著しく 減少す る こと は l^ayleigh, Hardy, 

Langmuir, Devaux らの 研究に よ つて 明らかになった 

ことで ある。 こういう 皮膜 は 多くの場合に 一 分子 だけ 

かんげき 

の 厚さ を もつ ものであるから、 割れ目の 間隙が 10-8〔# 

「09」 は 上付き 小文字〕 m 程度で ある 場合に この種の 皮膜 

がで きれば それによ つて 間隙 は充塡 され、 その 皮膜 

はも はや 流体と してで はなく 固体の ごとき 作用 をして、 

音波が 割れ目の 面で 反射され 分散され るの を 防止し、 

鐘の 振動 を 完全に する ことができる であろうと 想像 さ 

れ うる。 しかし 黄銅の 場合に この種の 単 分子 皮膜が 固 

体面に 沿うて 自由に 阵展 し、 吸着した 湿気 や ガス を 駆 



逐 しつつ 裂 罅 を 埋める かどう か は 実験し なければ 確か 

な こと はわから ない。 しかし 他の 多くの よく 知られた 

実験の 結果から 推定して たぶん 間違いないで あろうと 

思われる。 

割れ目が あまり 大きくて は 困る が、 しかし 必ずしも 

10-8 〔# 「0?」 は 上付き 小文字〕 や 10-7 〔# 「マ」 は 上付 

き 小文字〕 でなくても ミクロン 程度の ものなら ば、 

その 間隙 を 液体で 充塡 する ことによ つ て 割れ目の 面に 

おける 音波の 反射 を かなりまで 防止し 従って 鐘の 正常 

な 定常 振動 を 回復す る ことができる であろうと 考えら 

くうげき 

れる。 もっとも 割れ目の 空隙が 厚くなる ほど、 これ を 



充塡 した 血液の 水分 は 蒸発し、 有機物 は 次第 に 分解 変 

化して 効力 を 失う であろうから、 やはり 目に 見えない 

程度の 分子 的な 割れ目に 対して 最も 効力 を 発揮す るで 

あろうと 考えられる。 

以上の スぺキ ユレ— シ ヨンが 多少で も 事実に 該当す 

ると した 時に 血液 成分 中に 含まれる いかなる 成分が 最 

も 有効で あるかと いう 問題が 起こる が、 多くの場合 か 

ら 類推す ると、 おそらく 膠の ような もの や 脂 酸の よ 

うな もので C〇〇K 根 を 有する ものが 最も 有効で あろ 

うと 考えられる。 

^&^-0&0p に関して 油の oiliness と 称する ものが 



この場合の 問題に 密接な 関係 を も つ であろうと 思われ 

る。 この 減摩 油の 効力 を 規定す る 因子と しての 

く つ とうせ い 

oiliness は、 ある 学者の 説で は 炭 水素 連鎖の 屈 橈 性、 

おうが 

あるいは 連鎖が 界面に 横臥し うる 性質と 関連して いる 

とのこと であるが、 現在の 場合で も 連鎖が 屈伸 自在で 

くうげき 

あれば ある ほど、 金属の molecular な 空隙に 潜入して 

じゅうてん 

これ を 充塡 する のに 好都合で あろうと 想像す る こと 

がで きる。 

以上 は 単なる スぺキ ユレ— シ ヨンに 過ぎない が 近来 

ますます 盛んになった 分子 物理学 上の 諸問題と 連関し 

て 種々 興味 ある 研究題目 を 暗示す る 点に おいて 多少の 



意味が あろうと 思う ので 本誌の 余白 を 借りて 思い つ い 

たま ま をし るした 次第で ある。 

金属と 油との 境界 面に ついては 単に lubrication の 

みで なく、 もっと いろいろの 違った 方面の 事 がらと 関 

係しても つと いろいろ 研究され てよ いように 思われる 

のに、 この 方面の 研究が 割合に 少ない ように 見える の 

は 遺憾で ある。 金 相 学者と 界面 化学者との 協同に よつ 

てこの 方面の 研究 を 進める 事が できれば 存外 有益な 効 

果を あげる 事が できそう に 思われる ので ある。 

(昭和 八 年 一 月、 応用 物理) 
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